
　【お彼岸】の由来     「彼岸」という言葉には「岸の向こう」

という意味があります。こちら側の岸を「此岸（しがん）」と言い

あちら側の岸を「彼岸」と名付けられています。春分や秋分は太陽

が真東から昇り真西に沈み、昼と夜の長さが同じになります。仏教ではあの世は西に存在

すると考えられており、この期間は「彼岸に近づける日」とされ、この世とあの世の距離

が最も近くなる日と考えられています。

【秋のお彼岸】　 9 月 19 日 ( 木 ) ～ 9/25( 水 )

霊園の開門時間は 9：00 ～ 17：00 です。17 時には門が閉まりますので、

間際でのお参りはお控えくださるようお願いいたします。

9 月に入っても暑い毎日が続いております。台風や大雨の被害はございませんでしょうか。

皆様どうかお気をつけてお過ごしください。
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【 水曜定休 】 管理棟は開いておりますので、トイレの使用、お線香の販売はしております。

ひので霊園 9 月

【お彼岸にやること】

期間中は生花の販売をしております。1 対 2,000 円 お線香 100 円

　【おはぎ・ぼたもち】お彼岸の食べ物といえば「おはぎ」と「ぼたもち」がありますが

実は全く同じもので、季節による呼び方の違いです。「おはぎ」は

秋に咲く萩の花からきており「お萩」と言い「ぼたもち」は春に

咲く牡丹の花から「牡丹餅 ( ぼたもち )」と言い、秋と春それぞれ

のお彼岸の時期に咲く花に由来しています。

　　　　　　　　　　　　　お彼岸では、お盆の時のような特に決まった行事や飾りつけを

　することはありませんが、一般的には、お墓参りに行ったり、仏壇を掃除したりします。

　お盆とは違いお彼岸は、ご先祖様に家に来ていただくのではなく、こちらから近くへお伺

　いするというイメージです。


